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Summary 

Effects of single application of gibberellin supplemented with streptomycin and 
forchlorfenuron at anthesis on seedlessness of ‘Muscat Bailey A’ grapes were investi-
gated.  Gibberellin 400 ppm supplemented with streptomycin 400 ppm + forchlorfenu-
ron 5 ppm produced 98.7% seedless berries and the average seed number per berry 
was 0.02. This combination can be applied for commercial seedless berry production 
of this cultivar.  Forchlorfenuron was effective in berry set resulting in increaed berry 
numbers in a bunch.  Thus the berry size was slightly smaller than  other plots with-
out forchlorfenuron. Hand thinning may be effective for increasing berry size.  All 
gibberellin treatments increassed sugar content and decreased titratable acidity com-
pared with control.

緒　　　　　言

　ジベレリン処理によるブドウの無核化は品種‘デラウェア’や‘マスカット・ベーリー A’では通常
２回（開花前と開花後）ジベレリンの処理が行われている2, 3, 4）。しかしながら、最近、大粒系の４
倍体品種である巨峰やピオーネでは開花から開花後３日目までに１回のジベレリンとフルメット

（Forchlorfenuron）の処理によって無核化が行われるようになっている5）。ここでは、ジベレリンと
フルメットとストレプトマイシンを混用して、‘マスカット・ベーリー A’で開花期から開花後３日目
までの１回処理で無核化が出来ないかどうかを検討した。ストレプトマイシン200ppmを使用した前
回の報告1）では、無核果率が100%近くに到達しなかったので、今回はストレプトマイシンの濃度を
400ppmとして調査を行った。‘マスカット・ベーリーＡ’でも満開期の１回の処理で無核化できれ
ば、省力化につながる。
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材料及び方法

　愛媛大学附属農場に栽植されている成木の品種‘マスカット・べーリーＡ’を使用した。Ａ～Ｊ区の
12個の処理区を設定し、それぞれ組成の異なる溶液で処理を行った。各処理に用いた溶液の組成は
第１表のとおりである。処理は満開期の2012年６月４日に浸漬処理を行った。浸漬処理前に花穂は
先端から約５cmのところまで残し、それ以外は摘除しておいた。

第１表　処理に用いた溶液濃度

　 GA ストレプトマイシン フルメット

A（対照区） 　0ppm 　 　

B 100ppm 　 　

C 100ppm 400ppm 　

D 100ppm 400ppm 5ppm

E 200ppm 　 　

F 200ppm 400ppm 　

G 200ppm 400ppm 5ppm

H 400ppm 　 　

I 400ppm 400ppm 　

J 400ppm 400ppm 5ppm

　処理後、定期的に果粒数を測定して、着果率の推移を観察した。果房は2012年８月17日に収穫し
た。収穫後に房重、一粒ごとの粒重、種子の数を測定した。果汁の糖度はデジタル糖度計で、酸度は
果汁１mlを0.1N NaOHで滴定して、酒石酸に換算した。果汁中の各糖については、果汁を100倍に
希釈し、0.45μmのメンブレンフィルターで濾過後、10μlをHPLC（島津LC-6A、カラム充填剤：
Shim-Pac SPR-Ca 250mm×7.28mmφ、 ガ ー ド カ ラ ム： 同 充 填 剤　5mm×7.28mmφ、 温 度：
60℃、溶媒：水、検出器：RID-6A）に注入して測定した。データはTukey-Kramerによる多重比較
検定で統計処理を行った。

結果及び考察

⑴　着果率の推移と最終着果率
　第１図に示すようにフルメット加用したＪ、Ｇ、Ｄ区で着果率が高く推移した。サイトカイニンに
よる結実促進効果が見られたものと思われる。最終着果率も同様な傾向であった（第２図）。他の処
理区間では対照区と比べて、着果率に大きな違いは認められなかった。
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⑵　果房重、１果粒重、１果房当たりの果粒数及び果皮の着色
　第２図に示すように、１果房重、１果房当たりの果粒数ではフルメットが含まれているD、G、J
区で大きくなる傾向があった。いっぽう、それらの区で１果粒重が小さくなる傾向が認められた。第
２図に示すように、フルメットのサイトカイニン作用によって、果粒数が多くなったため、１個あた
りの果粒が小さくなったものと思われる。今回は、摘粒作業を行わなかったが、摘粒をして果粒数を
少なくすれば、１個当たりの果粒重も高くなると考えられる。果皮の着色では対照区（Ａ）では緑色
の未熟な果粒が残っているのに対して、処理した果房では着色が促進されていることが伺えた（第３
図）。
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第２図　ストレプトマイシン、フルメット加用のジベレリン１回処理が収穫果に及ぼす影響

第３図　ストレプトマイシン、フルメット加用のジベレリン１回処理が収穫果の着色に及ぼす影響
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第１図　ストレプトマイシン、フルメット加用のジベレリン１回処理が着果率の推移及び最終着果率に及ぼす影響



－ 4 －

⑶　無核果率と１果粒当たりの種子数
　処理によって、無核果率が高まった（第４図）。処理区の中ではフルメット加用区で高かった。１
果粒当たりの種子数も同様な傾向であった。Ｊ区（ジベレリン400ppm＋ストレプトマイシン
400ppm＋フルメット5ppm）では、無核果率98.7％、１果粒当たりの種子数は0.02個であった。
従って、この組み合わせによって、‘マスカット・ベーリー A’でも、４倍体大粒系品種で行われて
いるような、満開期から開花後３日目までの１回のジベレリン処理で無核果生産が可能であると思わ
れる。

⑷　収穫果の糖度、酸度および果汁の糖組成に及ぼす影響
　処理によって、対照区に比べて糖度が上昇する傾向が認められた（第５図）。ジベレリン処理区間
では有意な違いは無かった。滴定酸（酒石酸）含量では、対照区に比べて含量が低下する傾向が見ら
れたが、統計的な有意な差は無かった。ブドウ果汁中の糖はグルコースとフルクトースで構成されて
おり、ジベレリン処理によっていずれも増加する傾向が認められた（第６図）。

 

第４図　ストレプトマイシン、フルメット加用のジベレリン１回処理が
無核果率及び１果粒当たりの種子数に及ぼす影響　　
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第５図　ストレプトマイシン、フルメット加用のジベレリン１回処理が収穫果の糖度、酸度に及ぼす影響
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摘　　　　要

　‘マスカット・ベーリー A’の成木を用いて、満開期の１回のストレプトマイシンとフルメット加
用のジベレリン処理で無核果生産が可能かどうかを調査した。ジベレリン400ppm＋ストレプトマイ
シン400ppm+フルメット5ppmの満開期１回の処理で、無核果率98.7％、１果粒当たりの種子数0.02
個となり、実用化が可能であると思われた。フルメットは着果率を高める効果があり、着粒数が多く
なった。摘粒作業によって、着粒数を少なくすれば、１果粒重は大きくなると思われた。いずれのジ
ベレリン処理区も対照区に比べて、糖度が上昇し、酸度が減少する傾向が見られた。
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第６図　ストレプトマイシン、フルメット加用のジベレリン１回処理が収穫果の糖組成に及ぼす影響






